



































































































































































































イ．P社の個別貸借対照表：資産８００（うち S社株式７００） 負債０ 資本金８００





イ．P社の個別貸借対照表 資産８２５（うち S社株式５２５） 負債０ 資本金８００ 繰越利益剰余金２５





（借方） 資 本 金 ３００ （貸方） S 社 株 式 ７００
繰越利益剰余金 １００ 非支配株主持分 １２０
評 価 差 額 ２００










４０ （貸方） 非支配株主持分 ４０
当期純利益２００×非支配株主持分比率２０％＝４０
（４） X２年３月３１日の連結修正仕訳（一部売却に伴う親会社の持分変動の処理）１３
（借方） S 社 株 式 １７５ （貸方） 非支配株主持分 １６０
株 式 売 却 益 ２５ の れ ん ４９．５















































（借方） S 社 株 式 １７５ （貸方） 非支配株主持分 １６０
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